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宇
都
宮
市
長

Ａ1 club 総会
５月13日 

Ａ1 club ゴルフコンペ
６月６日 

青栄会懇親会
10月５日

さとう栄一後援会総連合会・
役員懇談会

10月29日 

さとう栄一後援会総連合会
ゴルフコンペ

９月26日

さとう栄一市長を囲む
女性の集い

11月７日

さ
と
う
栄
一
後
援
会

総
連
合
会

会
長

　中
津 

正
修

佐藤栄一市長の1年間の主な活動実績佐藤栄一市長の1年間の主な活動実績
総合戦略

人づくり・健康づくり

経済の活性化

総合的な交通ネットワークの構築

拠点形成の促進

安全・安心なまちづくりの推進

【整備イメージ】

※建築物の意匠やデザイン等については、変更を予定しています。

活 動 報 告
　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
何
か
と
ご
高
配
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
政
1
2
0
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
基
礎
を
築
く
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
宇
都
宮
市
で
も
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
2
0
1
5
年
版
に
お
い
て
、

全
国
の
人
口
50
万
人
以
上
の
都
市
で
３
年
連
続
１
位
と
な
り
、
宇

都
宮
市
は
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
持
続
的
に
発
展
で
き

る
よ
う
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
に

向
け
て
、
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
次

世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、
昨
年
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運

営
会
社
「
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
」
を
設
立
、

2
0
1
6
年
度
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
の
工
事
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
バ
ス
路
線
や
地
域
内
交
通
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
現
物
給
付
の
対

象
を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
向
け
取
り
組
む
な
ど
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
、
ま
た
25
回

目
を
迎
え
る
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
記
念

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
５
年
後
の
市
民
の
幸
せ
・
1
0
0
年
後

の
都
市
の
繁
栄
に
向
け
て
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
３
期
４
年
目
の
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　佐藤栄一市長は、43歳で初当選

され今では宇都宮の顔として、ま
た栃木県市長会長、全国市長会副
会長として全国を駆け巡り、活躍
の場を広げております。佐藤市長
には今後も宇都宮市の先頭に立ち、
明るい未来を切り開いていただき
「５年後の市民の幸せ・100年後
の都市の繁栄」の実現に向け、皆
様のより一層のご支援をよろしく
お願いいたします。

★「ネットワーク型コンパクトシ
ティ形成ビジョン」の策定
（2015/2）
　少子・超高齢化、人口減少社
会においても宇都宮市が持続的
に発展できるまちの姿として、

その都市構造のイメージや具体的な推進方策を示す。
★「宇都宮市人口ビジョン」「宇都宮市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」の策定（2015/10）

　人口の将来展望として2050年においても人口50万人を
維持する見通しと、今後５年間の具体的な施策を示す。

★「宮っこ子育て子育ち応援プ
ラ ン 後 期 計 画」の 策 定
（2015/3）
　保育所・認定子ども園等の整
備促進や結婚の希望をかなえる
支援の充実

★「返還免除型奨学金貸付制度の創設（５年間宇都宮
市に居住継続することにより返還を免除）

★宇都宮市の中小企業に対
する信用保証料補助
　（4 月～ 10 月実績で約１
億 3千万円）
★プレミアム付商品券の発行
　（18億円分の商品券発行）

★外国人の誘客事業（台湾へのトップセールスの実施）

★大雨による溢水等被害対策
の推進（ちとせ寮跡地や平
出工業団地内の調整池整備
など）
★全小学校の周辺にスクール
ゾーンの路面表示、全小中
学校に防犯カメラを導入

★大手地区市街地再開発事業への
支援（2018 年度竣工予定）
★ＪＲ岡本駅周辺地区の整備（駅
舎橋上化、自由通路の 2016 年
夏頃供用開始）
★河内・上河内地域自治センター
の整備（それぞれ 2016 年 3 月、
2016 年秋頃供用開始）

★ＬＲＴ整備（運営会社の設立、
芳賀・宇都宮東部地域公共
交 通 網 形 成 計 画 の 策 定
（2015/11））
★地域内交通の充実（2015 年
現在、10 地区 11 路線）

★自転車のまちうつのみやの推進（自転車走行空間、
サイクリングロードの整備など）
★（仮称）大谷スマートＩＣの整備促進（国の事業許
可 2015/7、測量・設計等の実施）

　昨年、青栄会の懇親会を開催しました。20代から40代
前半の若手経営者らが溢れんばかりに集まり、未来の宇
都宮を熱く語っていただきました。

　昨年の11月７日に
女性の集いを開催い
たしました。懇親会
では新アトラクショ
ンも登場し、400名を
超える女性参加者か
ら歓声がわきました。

100
年
先
ま
で
誇
れ
る
ま
ち
を
、み
ん
な
で
。

■　平成27年女性の集い開催

■　平成27年青栄会開催



倶楽部倶楽部

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
平17

（2005）
平22

（2010）
平27

（2015）
平32

（2020）
平37

（2025）
平42

（2030）
平47

（2035）
平52

（2040）

日経リサーチ「地域ブランド戦略サーベイ2013」より531市区中

Ｌ
Ｒ
Ｔ
西
側
も
具
体
化

■年少人口　■生産人口　■老年人口

東洋経済別冊「都市データパック2015年版」より
人口50万人以上の28都市中

Ｌ
Ｒ
Ｔ
運
営
会
社
設
立

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
で
講
演

衆
参
両
院
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
の

　
　
　
総
会
で
講
演

国内で先駆的に LRT 事業に取り組む宇都宮市の佐藤市長に注目。

広島市の広島電鉄本社を訪れ、新会社設立に至る経緯や組織体制
などを説明し、協力を要請する佐藤市長。

台湾の自転車チーム「ガスト」との契約にサインする佐藤市長。

我
々
の
夢
を
の
せ
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
2
0
1
9
年
12
月
開
通
へ

台
湾
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

中
学
３
年
生
ま
で

　
医
療
費
無
料
化
へ

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

民力度

子育てに優しいまち

住みよさ度

宇都宮の実力
ランキング

「AERA with Baby 2009年号」より全国95自治体中
アエラ  ウィズ  ベビー

行政サービス水準

地域ブランドの魅力
ご当地料理

不動産住宅情報サイト「スマイティ」賃貸で人気の
駅ランキング関東編より（平成24年）

賃貸で人気の駅

発展力のあるまち

週刊東洋経済「日本のいい街2012」より人口50万
人以上の28都市中

３年
連続

東洋経済別冊「都市データパック2015年版」より
人口50万人以上の28都市中

ナンバー
「日経グローカルNo.115」（平成21年）より人口50万
人以上の26都市中

［ＬＲＴの導入ルート］

LRT 推進議連の総会で事業の説明をする佐藤市長。

［宇都宮市の年齢別人口の推移］

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

25
回
記
念

　
宇
都
宮
市
と
芳
賀
町
が
進
め
る
次
世
代
型
路

面
電
車（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）事
業
の
運
営
主
体
と
な
る「
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
」
の
設
立
総
会

が
宇
都
宮
市
役
所
で
開
か
れ
た
。
同
社
は
行
政

（
宇
都
宮
市
・
芳
賀
町
）
が
51
％
を
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
で
、
関
東
自
動
車
や
東
武
鉄
道
な

ど
地
元
交
通
事
業
者
３
社
、
民
間
企
業
26
社
で

つ
く
る
持
ち
株
会
と
、
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

な
ど
が
出
資
し
て
い
る
。
唯
一
の
常
勤
取
締
役

に
は
、
国
内
最
大
の
軌
道
事
業
者
で
、
鉄
道
・

軌
道
事
業
・
バ
ス
事
業
を
手
掛
け
る
広
島
電
鉄

で
技
術
畑
を
歩
ん
だ
軌
道
事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
、
中
尾
正
俊
元
広
島
電
鉄
常
務
取
締
役
が
選

任
さ
れ
た
。

　
佐
藤
栄
一
市
長
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
の
整

備
区
間
に
つ
い
て
、
計
画
区
間
西
端
の
桜
通
り

十
文
字
交
差
点
付
近
よ
り
更
に
西
に
延
伸
す
る

た
め
の
具
体
的
な
検
討
作
業
に
入
る
方
針
を
示

し
た
。
需
要
が
期
待
で
き
る
私
学
４
校
な
ど
の

ほ
か
、
大
規
模
小
売
店
や
金
融
機
関
な
ど
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、
桜
通
り

十
文
字
付
近
か
ら
西
へ
の
延
伸
の
必
要
性
を
含

め
整
備
区
間
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
議
会
質
問

で
は
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
延
伸
の
提
案
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
延
伸
す
る

か
今
後
の
作
業
で
見
極
め
て
い
く
。

　
６
月
11
日
に
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
で
開
催
さ
れ

た
、「
交
通
分
野
に
お
け
る
低
炭
素
技
術
に
関
す

る
日
仏
セ
ミ
ナ
ー
」
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

佐
藤
栄
一
市
長
が
講
演
し
た
。
講
演
に
先
立
つ

昼
食
会
で
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ダ
ナ
駐
日
仏
大
使
か

ら
「
フ
ラ
ン
ス
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
実
例
を
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。
い
く
ら
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」

と
協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は

宇
都
宮
は
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
住
み
や

す
く
て
災
害
が
少
な
い
な
ど
、
ま
ち
の
特
徴
や

ア
ジ
ア
最
高
峰
の
自
転
車
競
技
が
行
わ
れ
る
ま

ち
と
し
て
紹
介
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
フ
ラ
ン

ス
の
持
続
可
能
開
発
省
の
担
当
官
、
国
内
か
ら

は
国
土
交
通
省
、
企
業
、
自
治
体
関
係
者
ら
約

60
名
が
参
加
し
た
。

　
佐
藤
市
長
は
11
月
30
日
に
参
議
院
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
推
進
議
員

連
盟
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
）
の
総
会
で
事
業
の

現
状
を
報
告
。
講
演
後
、
船
田
元
先
生
は
「
市

の
都
市
機
能
の
向
上
が
県
全
域
に
も
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
」
と
市
と
町
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
広
域
的
な
事
業
の
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
と
語
っ
た
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
の
逢
沢
一

郎
会
長
も
「
宇
都
宮
市
で
は
ど
う
し
て
も
成
功

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
変
な
モ
デ
ル
に

な
る
、
注
目
度
も
期
待
値
も
高
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
は
公
共
交
通
活
性
化
の
た

め
の
有
効
な
選
択
肢
と
し
て
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
全
国

の
自
治
体
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
衆
参

両
院
の
超
党
派
の
議
員
1
1
3
名
が
参
加
し
て

い
る
。

　
今
年
で
25
回
目

を
迎
え
る
、
ア
ジ

ア
最
高
峰
の
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」。
昨

年
の
大
会
は
９
月

の
大
雨
に
よ
り
田

下
町
の
市
道
（
萩

の
道
）
な
ど
コ
ー

ス
中
の
２
カ
所
で

土
砂
崩
れ
が
発
生

し
た
。
佐
藤
市
長

は
「
斜
面
が
再
び
崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
観
衆
、
選
手
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
」

と
説
明
し
、
コ
ー
ス
変
更
に
な
っ
た
。
25
回
目

と
な
る
今
年
は
記
念
事
業
も
検
討
さ
れ
、「
自
転

車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
の
更
な
る
盛
り
上
が
り
が

期
待
さ
れ
る
。

　
佐
藤
市
長
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
中
学
３
年
生
ま
で
の
対
象

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
医
療
機
関
で
の
立
て
替
え
払
い
不
要
の
現
物

給
付
と
な
る
。
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
「
人
口
減

少
社
会
が
本
格
化
す
る
中
、
更
な
る
少
子
化
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

産業・消費（事業所数・
新設住宅着工数など）

全国 位2
産み、育てやすい・
医療の充実

全国 位2

子育て・福祉・教育・
公共料金など

全国 位2
地域の中で魅力
を感じる割合が
高いもの

全国 位1

よく検索された
賃貸物件情報から算出

関東 位1
生産年齢人口・
新設住宅着工床
面積・課税対象
所得額など 全国 位2

安心度・利便度・快適度・富裕度・住居
水準充実度

全国 位1

　
国
際
観
光
の
推
進
の
た
め
、
６
月
26
日
か
ら

台
湾
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
観
光
・
物
産
博

2
0
1
5
」
に
初
出
展
、佐
藤
栄
一
市
長
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
し
た
。会
場
で
は
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
カ
ク
テ
ル
な
ど

を
中
心
に
宇
都
宮
を
Ｐ
Ｒ
し
、
台
湾
か
ら
の
観

光
誘
客
拡
大
を
目
指
す
。
宇
都
宮
の
餃
子
な
ど

の
質
問
が
出
て
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
市
長
は
２
０
１
５
年
の
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
台
湾
関

連
の
２
チ
ー
ム
「
ラ
ン
プ
レ
・
メ
リ
ダ
と
ア
タ
ッ

ク
・
チ
ー
ム
・
ガ
ス
ト
」
が
出
場
す
る
こ
と
を

発
表
し
、「
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
宇

都
宮
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。
ブ
ー

ス
で
は
ガ
ス
ト
の
選
手
の
サ
イ
ン
会
も
開
か
れ
、

多
く
の
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
の
行
列
が
で
き
た
。

　
日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
約
１
億

２
８
０
８
万
人
、
栃
木
県
の
総
人
口
は
２
０
０
５
年
の

約
２
０
２
万
人

を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ

て
い
る
。
一

方
、
宇
都
宮

市
の
総
人
口

は
過
去
50
年

間
増
加
し
続

け
て
お
り
、

２
０
１
５
年
現

在
も
増
加
し

て
い
る
。
し

か
し
、
年
齢
別
の
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
年
少

人
口
（
０
歳
〜
14
歳
）
は
す
で
に
減
少
を
続
け
、

老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
増
加
を
続
け
て
い
る

た
め
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
示
す
取
り
組

み
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

進
め
て
い
く
。
少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
、
市
民
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

実
現
し
て
、
人
口
の
定
着
と
東
京
圏
か
ら
の
流
入

人
口
の
増
加
を
図
り
、
生
活
の
質
を
維
持
・
向
上

さ
せ
、「
持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現

の
た
め
、
今
後
の
人
口
規
模
・
構
造
の
変
化
に
適

合
し
た
都
市
の
姿
で
あ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
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日経リサーチ「地域ブランド戦略サーベイ2013」より531市区中

Ｌ
Ｒ
Ｔ
西
側
も
具
体
化

■年少人口　■生産人口　■老年人口

東洋経済別冊「都市データパック2015年版」より
人口50万人以上の28都市中

Ｌ
Ｒ
Ｔ
運
営
会
社
設
立

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
で
講
演

衆
参
両
院
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
の

　
　
　
総
会
で
講
演

国内で先駆的に LRT 事業に取り組む宇都宮市の佐藤市長に注目。

広島市の広島電鉄本社を訪れ、新会社設立に至る経緯や組織体制
などを説明し、協力を要請する佐藤市長。

台湾の自転車チーム「ガスト」との契約にサインする佐藤市長。

我
々
の
夢
を
の
せ
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
2
0
1
9
年
12
月
開
通
へ

台
湾
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

中
学
３
年
生
ま
で

　
医
療
費
無
料
化
へ

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

民力度

子育てに優しいまち

住みよさ度

宇都宮の実力
ランキング

「AERA with Baby 2009年号」より全国95自治体中
アエラ  ウィズ  ベビー

行政サービス水準

地域ブランドの魅力
ご当地料理

不動産住宅情報サイト「スマイティ」賃貸で人気の
駅ランキング関東編より（平成24年）

賃貸で人気の駅

発展力のあるまち

週刊東洋経済「日本のいい街2012」より人口50万
人以上の28都市中

３年
連続

東洋経済別冊「都市データパック2015年版」より
人口50万人以上の28都市中

ナンバー
「日経グローカルNo.115」（平成21年）より人口50万
人以上の26都市中

［ＬＲＴの導入ルート］

LRT 推進議連の総会で事業の説明をする佐藤市長。

［宇都宮市の年齢別人口の推移］

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

25
回
記
念

　
宇
都
宮
市
と
芳
賀
町
が
進
め
る
次
世
代
型
路

面
電
車（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）事
業
の
運
営
主
体
と
な
る「
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
」
の
設
立
総
会

が
宇
都
宮
市
役
所
で
開
か
れ
た
。
同
社
は
行
政

（
宇
都
宮
市
・
芳
賀
町
）
が
51
％
を
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
で
、
関
東
自
動
車
や
東
武
鉄
道
な

ど
地
元
交
通
事
業
者
３
社
、
民
間
企
業
26
社
で

つ
く
る
持
ち
株
会
と
、
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

な
ど
が
出
資
し
て
い
る
。
唯
一
の
常
勤
取
締
役

に
は
、
国
内
最
大
の
軌
道
事
業
者
で
、
鉄
道
・

軌
道
事
業
・
バ
ス
事
業
を
手
掛
け
る
広
島
電
鉄

で
技
術
畑
を
歩
ん
だ
軌
道
事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
、
中
尾
正
俊
元
広
島
電
鉄
常
務
取
締
役
が
選

任
さ
れ
た
。

　
佐
藤
栄
一
市
長
は
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
の
整

備
区
間
に
つ
い
て
、
計
画
区
間
西
端
の
桜
通
り

十
文
字
交
差
点
付
近
よ
り
更
に
西
に
延
伸
す
る

た
め
の
具
体
的
な
検
討
作
業
に
入
る
方
針
を
示

し
た
。
需
要
が
期
待
で
き
る
私
学
４
校
な
ど
の

ほ
か
、
大
規
模
小
売
店
や
金
融
機
関
な
ど
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、
桜
通
り

十
文
字
付
近
か
ら
西
へ
の
延
伸
の
必
要
性
を
含

め
整
備
区
間
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
議
会
質
問

で
は
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
延
伸
の
提
案
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
延
伸
す
る

か
今
後
の
作
業
で
見
極
め
て
い
く
。

　
６
月
11
日
に
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
で
開
催
さ
れ

た
、「
交
通
分
野
に
お
け
る
低
炭
素
技
術
に
関
す

る
日
仏
セ
ミ
ナ
ー
」
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

佐
藤
栄
一
市
長
が
講
演
し
た
。
講
演
に
先
立
つ

昼
食
会
で
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ダ
ナ
駐
日
仏
大
使
か

ら
「
フ
ラ
ン
ス
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
実
例
を
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。
い
く
ら
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
」

と
協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は

宇
都
宮
は
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
住
み
や

す
く
て
災
害
が
少
な
い
な
ど
、
ま
ち
の
特
徴
や

ア
ジ
ア
最
高
峰
の
自
転
車
競
技
が
行
わ
れ
る
ま

ち
と
し
て
紹
介
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
フ
ラ
ン

ス
の
持
続
可
能
開
発
省
の
担
当
官
、
国
内
か
ら

は
国
土
交
通
省
、
企
業
、
自
治
体
関
係
者
ら
約

60
名
が
参
加
し
た
。

　
佐
藤
市
長
は
11
月
30
日
に
参
議
院
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
推
進
議
員

連
盟
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
）
の
総
会
で
事
業
の

現
状
を
報
告
。
講
演
後
、
船
田
元
先
生
は
「
市

の
都
市
機
能
の
向
上
が
県
全
域
に
も
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
」
と
市
と
町
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
広
域
的
な
事
業
の
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
と
語
っ
た
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
の
逢
沢
一

郎
会
長
も
「
宇
都
宮
市
で
は
ど
う
し
て
も
成
功

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
変
な
モ
デ
ル
に

な
る
、
注
目
度
も
期
待
値
も
高
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
議
連
は
公
共
交
通
活
性
化
の
た

め
の
有
効
な
選
択
肢
と
し
て
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
全
国

の
自
治
体
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
衆
参

両
院
の
超
党
派
の
議
員
1
1
3
名
が
参
加
し
て

い
る
。

　
今
年
で
25
回
目

を
迎
え
る
、
ア
ジ

ア
最
高
峰
の
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」。
昨

年
の
大
会
は
９
月

の
大
雨
に
よ
り
田

下
町
の
市
道
（
萩

の
道
）
な
ど
コ
ー

ス
中
の
２
カ
所
で

土
砂
崩
れ
が
発
生

し
た
。
佐
藤
市
長

は
「
斜
面
が
再
び
崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
観
衆
、
選
手
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
」

と
説
明
し
、
コ
ー
ス
変
更
に
な
っ
た
。
25
回
目

と
な
る
今
年
は
記
念
事
業
も
検
討
さ
れ
、「
自
転

車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
の
更
な
る
盛
り
上
が
り
が

期
待
さ
れ
る
。

　
佐
藤
市
長
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
中
学
３
年
生
ま
で
の
対
象

拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
医
療
機
関
で
の
立
て
替
え
払
い
不
要
の
現
物

給
付
と
な
る
。
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
「
人
口
減

少
社
会
が
本
格
化
す
る
中
、
更
な
る
少
子
化
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

産業・消費（事業所数・
新設住宅着工数など）

全国 位2
産み、育てやすい・
医療の充実

全国 位2

子育て・福祉・教育・
公共料金など

全国 位2
地域の中で魅力
を感じる割合が
高いもの

全国 位1

よく検索された
賃貸物件情報から算出

関東 位1
生産年齢人口・
新設住宅着工床
面積・課税対象
所得額など 全国 位2

安心度・利便度・快適度・富裕度・住居
水準充実度

全国 位1

　
国
際
観
光
の
推
進
の
た
め
、
６
月
26
日
か
ら

台
湾
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
観
光
・
物
産
博

2
0
1
5
」
に
初
出
展
、佐
藤
栄
一
市
長
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
し
た
。会
場
で
は
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
カ
ク
テ
ル
な
ど

を
中
心
に
宇
都
宮
を
Ｐ
Ｒ
し
、
台
湾
か
ら
の
観

光
誘
客
拡
大
を
目
指
す
。
宇
都
宮
の
餃
子
な
ど

の
質
問
が
出
て
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
市
長
は
２
０
１
５
年
の
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
台
湾
関

連
の
２
チ
ー
ム
「
ラ
ン
プ
レ
・
メ
リ
ダ
と
ア
タ
ッ

ク
・
チ
ー
ム
・
ガ
ス
ト
」
が
出
場
す
る
こ
と
を

発
表
し
、「
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
宇

都
宮
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。
ブ
ー

ス
で
は
ガ
ス
ト
の
選
手
の
サ
イ
ン
会
も
開
か
れ
、

多
く
の
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
の
行
列
が
で
き
た
。

　
日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
約
１
億

２
８
０
８
万
人
、
栃
木
県
の
総
人
口
は
２
０
０
５
年
の

約
２
０
２
万
人

を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ

て
い
る
。
一

方
、
宇
都
宮

市
の
総
人
口

は
過
去
50
年

間
増
加
し
続

け
て
お
り
、

２
０
１
５
年
現

在
も
増
加
し

て
い
る
。
し

か
し
、
年
齢
別
の
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
年
少

人
口
（
０
歳
〜
14
歳
）
は
す
で
に
減
少
を
続
け
、

老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
増
加
を
続
け
て
い
る

た
め
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
示
す
取
り
組

み
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

進
め
て
い
く
。
少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
、
市
民
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

実
現
し
て
、
人
口
の
定
着
と
東
京
圏
か
ら
の
流
入

人
口
の
増
加
を
図
り
、
生
活
の
質
を
維
持
・
向
上

さ
せ
、「
持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現

の
た
め
、
今
後
の
人
口
規
模
・
構
造
の
変
化
に
適

合
し
た
都
市
の
姿
で
あ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
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新春号

宇
都
宮
市
長

Ａ1 club 総会
５月13日 

Ａ1 club ゴルフコンペ
６月６日 

青栄会懇親会
10月５日

さとう栄一後援会総連合会・
役員懇談会

10月29日 

さとう栄一後援会総連合会
ゴルフコンペ

９月26日

さとう栄一市長を囲む
女性の集い

11月７日

さ
と
う
栄
一
後
援
会

総
連
合
会

会
長

　中
津 

正
修

佐藤栄一市長の1年間の主な活動実績佐藤栄一市長の1年間の主な活動実績
総合戦略

人づくり・健康づくり

経済の活性化

総合的な交通ネットワークの構築

拠点形成の促進

安全・安心なまちづくりの推進

【整備イメージ】

※建築物の意匠やデザイン等については、変更を予定しています。

活 動 報 告
　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
何
か
と
ご
高
配
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
政
1
2
0
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
基
礎
を
築
く
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
宇
都
宮
市
で
も
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
2
0
1
5
年
版
に
お
い
て
、

全
国
の
人
口
50
万
人
以
上
の
都
市
で
３
年
連
続
１
位
と
な
り
、
宇

都
宮
市
は
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
持
続
的
に
発
展
で
き

る
よ
う
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
に

向
け
て
、
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
次

世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、
昨
年
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運

営
会
社
「
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
」
を
設
立
、

2
0
1
6
年
度
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
の
工
事
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
バ
ス
路
線
や
地
域
内
交
通
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
現
物
給
付
の
対

象
を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
向
け
取
り
組
む
な
ど
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
、
ま
た
25
回

目
を
迎
え
る
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
記
念

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
５
年
後
の
市
民
の
幸
せ
・
1
0
0
年
後

の
都
市
の
繁
栄
に
向
け
て
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
３
期
４
年
目
の
節

目
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　佐藤栄一市長は、43歳で初当選

され今では宇都宮の顔として、ま
た栃木県市長会長、全国市長会副
会長として全国を駆け巡り、活躍
の場を広げております。佐藤市長
には今後も宇都宮市の先頭に立ち、
明るい未来を切り開いていただき
「５年後の市民の幸せ・100年後
の都市の繁栄」の実現に向け、皆
様のより一層のご支援をよろしく
お願いいたします。

★「ネットワーク型コンパクトシ
ティ形成ビジョン」の策定
（2015/2）
　少子・超高齢化、人口減少社
会においても宇都宮市が持続的
に発展できるまちの姿として、

その都市構造のイメージや具体的な推進方策を示す。
★「宇都宮市人口ビジョン」「宇都宮市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」の策定（2015/10）

　人口の将来展望として2050年においても人口50万人を
維持する見通しと、今後５年間の具体的な施策を示す。

★「宮っこ子育て子育ち応援プ
ラ ン 後 期 計 画」の 策 定
（2015/3）
　保育所・認定子ども園等の整
備促進や結婚の希望をかなえる
支援の充実

★「返還免除型奨学金貸付制度の創設（５年間宇都宮
市に居住継続することにより返還を免除）

★宇都宮市の中小企業に対
する信用保証料補助
　（4 月～ 10 月実績で約１
億 3千万円）
★プレミアム付商品券の発行
　（18億円分の商品券発行）

★外国人の誘客事業（台湾へのトップセールスの実施）

★大雨による溢水等被害対策
の推進（ちとせ寮跡地や平
出工業団地内の調整池整備
など）
★全小学校の周辺にスクール
ゾーンの路面表示、全小中
学校に防犯カメラを導入

★大手地区市街地再開発事業への
支援（2018 年度竣工予定）
★ＪＲ岡本駅周辺地区の整備（駅
舎橋上化、自由通路の 2016 年
夏頃供用開始）
★河内・上河内地域自治センター
の整備（それぞれ 2016 年 3 月、
2016 年秋頃供用開始）

★ＬＲＴ整備（運営会社の設立、
芳賀・宇都宮東部地域公共
交 通 網 形 成 計 画 の 策 定
（2015/11））
★地域内交通の充実（2015 年
現在、10 地区 11 路線）

★自転車のまちうつのみやの推進（自転車走行空間、
サイクリングロードの整備など）
★（仮称）大谷スマートＩＣの整備促進（国の事業許
可 2015/7、測量・設計等の実施）

　昨年、青栄会の懇親会を開催しました。20代から40代
前半の若手経営者らが溢れんばかりに集まり、未来の宇
都宮を熱く語っていただきました。

　昨年の11月７日に
女性の集いを開催い
たしました。懇親会
では新アトラクショ
ンも登場し、400名を
超える女性参加者か
ら歓声がわきました。

100
年
先
ま
で
誇
れ
る
ま
ち
を
、み
ん
な
で
。

■　平成27年女性の集い開催

■　平成27年青栄会開催


